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概
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(
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五
)

坪
撃
士

い大

村

7

戒

准
琴

二
紀
暦

地
層
の
特
徴
は
上
部
姉
三
凝
固
に
顛
似
せ
る
も
木
簡
系
は
堕

二
配
暦
旦
父
斜
式
不
整
食
の
補
係
に

於
か
れ
て
在
る
鮎
に
於
て
金
-
趣
を
典
に
し
て
居
る
｡
而
し
て
其
の
登
連
の
低
域
も
局
限
さ
れ
現
在
迄
の
材
料
に
疲

れ
ば
信
濃
川
の
低
地
を
始
め
幾
多
の
低
地
繰
蓮
に
低
き
丘
陵
地
脅
構
成
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
｡
傾
斜
は

一
般
に
経

に
し
て
二
十
度
を
越

へ
ざ
る
TP
の
多
-

'
又
､
時
に
例
外
を
蔑
見
す
る
こ
だ
わ
る
も
大
抵
は
山
地
よ
り
低
地
に
向
っ

て
傾
斜
し
て
屠
る

.

本
屠
系
の
代
表
的
の
も
の
は
新
津
肋
田
に
聴
逢
せ
る
も
の
に
し
て
該
油
田
の
背
斜
構
造
を
成
せ

る
中
部
厨
の

下
段
'
稚
春
樹
に
朝
常
す
る
厨
系
を
始
め
/̂J
L
中
部
の
各
層
を
明
か
に
被
覆
し
て
屠
る
｡
央
代
打
騨
附

近
に
好
露
出
あ
る
を
以

て欠
代
任t
厨
の
名
を
以
て
木
簡
系
を
代
表
さ
せ
た
い
ビ
思
ふ
｡
新
津
瀬
田
に
て
は
木
屑
系
の

厚
さ
は
二
〇
〇
米
に
捜
し
､
海
抜

1
0
0
米
附
近
の
個
所
迄
発
達
し
て
屠
る
｡

木
犀
系
は
越
後
に
於
け
る
第
三
紀
層
沈
積
後
に
撃

,
む
化
る
地
動
の
結
果
珪
じ
た
る
盆
地
に
沈
澱
せ
る
地
層
の

1

部
な
る
こ
{1J
は
容
易
に
了
解

し
程
ら
る
ゝ
も
も
基
の
時
代
の
決
定
に
至
-
で
は
頗
る
国
難
で
あ
る
O
こ
れ
脅
最
新
の

布
帥
地
質
単
純
嬰

四
完

五
五



地

球

弟

八
街

鈴
大
難

.

四
lt
O

空

ハ

第
三
紀
暦
ビ
し
て
取
扱
ふ
べ
き
や
.
叉
第
四
紀
層
だ
す

べ
き
や
は
碓
氷
の
間
恩
だ
し

て此
魔
に
は
従
来
の
琴

二
紀
暦

だ
し
て
取
扱
ふ
習
慣
に
壕

,C,唯
第
三
紀
暦

(
S
u
b
･tertiary
)
の
名
を
附

し
て
置
い
た
.
園
に
本
暦
に
は
今
日
迄
の
塵

に
て
は
何
等
化
石
を
磯
見
せ
ざ
る
を
以
て
時
代
は
も
ど
よ
り
･淡
.
轍
の
匿
別
す
ら
不
明
で
あ
る
〕

火
山
岩
類

越
後
油
田
の
第
三
系
中
に
は
火
山
岩
を
発
見
す
る
こ
亡
が
頗
る
多

い
.
是
等
火
山
岩
の
中
に
は
第
三

紀
暦
成
生
以
後
に
逆
入

(I
ntruse)
せ
る
如
き
性
質
の
も
の
も
あ
れ
で
大
部
分
は
野

二
紀
暦
沈
積
昏
時
に
海
底
に
噴
出

(
C
ontem
p
oran
e
.
u

ex
t
r
u
s
iv
e

)し
水
た
れ
る
も
の
を
主
催
だ
せ
る
も
の
だ
余
は
解
し
て
居
る
C
噴
出
の
時
代
は
場
所

に
由

り
異
な
る
も
下
部
よ
ら
上
部
に
至
る
間
各
時
代
を
通
じ
て
活
動
し
て
居
る
j

そ
の
最
も
櫨
な
-
し
時
代
は
下
部

の
上
段
質
城
層
の
時
代
よ
-
中
部
の
下
段
､
碓
谷
暦
の
時
代
で
あ
る
.
岩
石
の
種
頻
は
石
英
粗
面
岩
､
玄
武
岩
､
安

山
岩
に

L
で
存
在
の
状
態
は
直
接
火
口
よ
り
凍
た
れ
る
熔
岩
､
集
塊
岩
の
外
に
産
衣
岩
､
角
轡
岩
の
叛
も
甚

だ少
な

-
な
い
｡
次
に
例
驚
ビ
し
て
火
山
岩
叛
の
露
は
る
～
主
な
る
匝
域

一
､
二
に
放
て
其
の
状
態
を
述

べ
よ

う
｡
中
部
越

後
の
兼
山
湘
E=
附
近
に
は
下
部
第
三
紀
暦
の
上
段
(
以
下
は
不
明
)
よ
川
中
部
暦

G
.殆
ぎ
各
部
に
瓦
ち
安
山
岩
類
の
熔

岩
､
集
塊
岩
､
捉
次
質
角
餅
岩
'
角
単
岩
及
び
唐
岩
が
存
在
し
て
居
る
〇

一
部
の
値
域
に
て
は
火
山
岩
類
に
て
中
部

暦
の
殆
ど
各
部
を
占
用
L
t
他
の
区
域
に
で
は
中
部
暦
の
砂
岩
､
貫
岩

だ宜
暦
せ
る
朗
も
あ
る
O
兼
山
油
田
霞
城
の

南
方
二
度
位
の
所
に
於
て
火
山
岩
頻
の
長
政
も
多
く

是
れ
よ
･｡
兼
及
び
南
北
に
向
つ
て
漸
次
其
の
畳
を
減
じ
果
激

し
終
る
.
兼
山
洲
Itjiの
Ⅲ
抽
匿
域
内
に
も
幾
分
の
余
勢
を
保
っ
て
居
る
.
北
部
越
後
に
て
は
新
津
柵
日
の
出
油
隈
域

の
南
方
に
鹿
-
火
;
岩
の
露
出
あ
-
､
此
の
火
山
岩
は

一
敗
地
厨
の
沈
降
ビ
共
に
北
方
に
向
ひ
沈
降
し
､
出
漁
置
域

内
に
て
は
地
下
操
-
存
托
し
て
居
る
.
安
山
岩
は
最
も
上
部
に
任
し
て
稚
谷
に
潜
る
地
層
の
下
部
を
占
め
､
其
の
下



方
下
部
第
三
紀
暦
の
上
部
に
は
玄
武
岩
現
は
れ
､
其
の
下
方
に
は
範
次
岩
更
に
其
の
下
方
に
は
再
び
玄
武
岩
を
静
見

す
る
｡
是
等
火
山
岩
は
凡
て
床
状
を
箱
し
其
岩
床
の
間
に
は
数
米
乃
至
十
敏
光
の
慶
賀
を
受
け
ざ
る
砂
岩
頁
岩
等
の

水
成
岩
横
は
-
､
時
に
は
多
発
の
石
油
を
産
出
す
る
こ
だ
が
あ
る
｡
又
､
北
部
越
後
の
下
部
基
底
の
露
は
る
ゝ
方
面

に
於
で
は
､
基
底
に
近
か
-
石
基
粗
面
岩
及
び
其
の
産
衣
岩
を
発
見
す
る
｡
越
後
の
他
の
固
域
に
で
は
基
底
近
か
-

の
地
層
の
露
出
な
き
政
不
明
な
る
も
､
怖
ら
-
同
様
の
現
象
多
か
ら
ん
だ
想
像
さ
る
｡
南
部
越
後
の
米
山
火
山
の
如

き
も
下
部
第
三
紀
の
上
部
よ
り
中
部
第
三
紀
の
中
部
頃
に
軍

D
噴
出
せ
る
も
の
ゝ
如
き
擬
が
充
分
に
あ
る
｡

達
人
に
櫨
る
岩
床
､
岩
脈
等
は
南
部
越
後
の
現
在
の
火
山
地
方
に
比
按
的
多
い
ビ
余
は
観
て
居
る
｡

オ
ヂ
十

ヤ
†

含
油
暦
の
層
位

越
後
油
田
に
於
で
最
も
上
位
の
地
膚
中
に
石
油
を
産
出
せ
し
個
所
は
小

千

谷

池
田
の

1
部
'
山

ヤ
谷
ビ
栴
す
る
匿
域
に

し
て
上
部
第
三
紀
暦
の
下
段
､
都
南
津
砂
骨
に
相
皆
す
る
層
位
中
の
も
の
で
あ
る
｡
該
油
田
の

産
油
は

1
時
的
に
し
て
連
続
せ

ざ
h
L
も
最
高
層
位
の
含
油
層
だ
し
て
記
銘
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
O
足
れ
に
次
ぐ

も
の
は
小
千
谷
油
田
に
し
て
中
部
第
三
紀
厨
の
上
段
.
白
岩
暦
の
砂
嚢
貰
岩
中
の
も
の
で
あ
る
｡
而
し
て
越
後
に
放

け
る
主
要
な
る
産
洲
層
位
は
中
部
第
三
紀
暦
の
下
段
､
稚
谷
暦
及
び
こ
れ
に
相
常
す
る
層
位
並
に
下
部
第
三
紀
層
の

上
段
､
質
城
及
び
こ
れ
に
相
督
す
る
層
位
で
あ
る
.
過
去
に
於
で
も
現
在
に
於
て
も
右
の
爾
暦
系
は
越
後
産
油
の
大

部
分
を
占
め
て
居
る
｡

構
造
概
誰

越
後
油
田
の
箪
三
紀
が
最
も
著
し
い
側
魔
を
受
け
た
る
は
上
部
第
三
紀
層
沈
稀
以
後
で
あ
る
｡
此
の

側
魔
力
は
先
づ
軍

,J
L
で
摺
曲
作
用
ど
な
-
第
三
紀
膚
に
数
多
の
摺
塵
を
生
じ
た
る
が
.
後
に
至
も
側
鷹
は
主
Ai)し

て
断
層
作
用
だ
し
て
働
き
P
既
成
の
確
度
を
切
断

し
種
々
に
準
形
し
た
も
の
･,J余
は
解
し
て
居
る
｡
表
れ
故
､
越
後
の

石
亨-11
地
質
串
拙
礎

監
一

五
七



也

減

碑

八
怨

節
大
磯

翠

]

五
八

ス
ト
ラ
イ
串

筋
三
紀
暦
中
の
断
層
は
暦

向

に

沿
ふ
て
は
衝
入
断
層

(
T
hrust
faul
t)
を
主
だ
し
､
暦
向
に
憧
角
の
方
面
に
は
魔
力

討
コザ
キ

の
不
平
均
'
地
暦
の
差
違
運
動
(
D
iffel
en
tiai
m
overT･en
t)に
壕

っ
て
起
こ
る
横

製

(

T
ear
faul
t)
が
多
い
)
基
れ
等

は
共
に
魔
精
に
慮
園
す
る
も
の
な
る
が
.
此
の
外
に
背
斜
構
造
に
於
で

1
郡
に
隆
起
甚
だ
し
き

場
各
に
は
仲
嬢
に
由

る
軸
の
方
向
に
朝
を
横
断
せ
る
正
断
層

(N
.rm
a
l
fau
t)
を
磯
風
す
る
｡
そ
れ
故
p
抽
出
の
背
斜
構
造
に
於
で
も
軸

に
年
行
に
衝
込
断
暦
､
軸
を
横
断
し
て
横
製
並
に
正
断
層
を
燦
々
磯
風
す
る
を
特
徴
だ
す
る
0

斯
の
如
-

一
度
生
じ
た
る
摺
旗
が
断
簡
作
用
に
援

-
切
断
さ
れ
種
々
に
鍵
形
せ
る
も
の
は
断
層
摺
曲

Fault･foldin
Dq
V

B

ru
chfatten
だ
栴
す

べ
き
も
の
だ
余
は
考

へ
て
屠
る
｡

今

l
つ
構
造
上
の
特
徴
は
､
断
層
に
由
る
上
下
運
動
も

一
般
に
大
略
背
斜
軸
に
沿
ひ
隆
起
し
て
山
地
を
形
成
L
､

大
略
向
斜
軸
に
従
ひ
臓
渡
し
て
低
地
を
造
れ
る
如
き
閲
係
が
頗
る
多
い
こ
亡
で
あ
る
｡
即
ち
越
後
夢

二
紀
府
中
に
は

背
斜
則
地
盈

A
ntichin
that
i
s

H

.rst向
斜
別
海
塑

S
y
ncline
thaニ
s
G
raben
の
如
き
関
係
の
構
造
が
多

い
｡

此
の
構
造
上
の
閥
係
は
越
後
油
田
地
方
に
於
て
構
造
だ
現
在
の
地
形
ビ
頗
る
善
-

一
致
し
て

一
層
明
確
に
L
で
居
る

ci

西
山
油
田
の
地
質
及
鍍
庇

附

属
瀬
油
田
､
七
日
市
油
田
の
地
質
及
鎖
床

位
置
､
泊
革
及
産
額

西
山
柵
円
は
信
越
線
柏
崎
曙
の
北
東
四
里
p
柏
崎
輝
よ
-
分
岐
し
新
潟
市
に
通
す
る
支
線

越
後
線
の
西
山
騨
附
近
よ
b
石
地
輝
に
至
る
聞
線
路
だ
略
ぼ
平
行
し
そ
の
西
方
に
横
は
つ
て
居
る
｡
地
籍
は
新
潟
煤

7少
''･

刈
羽
郡

二

円

村
､
宮
川
町
.
石
地
町
に
属
す
る
｡
出
抽
低
域
は
二
櫨
の
相
平
行
せ
る
油
円
よ
-
成

-
､
其
の
西
方
海
岸
に

I.I.B
､･'Tニ

近
か
き
も
の
は
普
通
横

谷

1

宮
川
油
甲

東
側
に
横
は
る
も
の
は
鎌
田

1朝
敵

酢

山

t̂J
稀
ば
れ
て
屠
る
｡
西
山
抽
E
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地

球

解
八
怨

番
犬
髄

思

川

六
〇
.

は
便
宜
上
地
籍
に
榛
っ
て
九
置
域
に
別
か
た
れ
て
ゐ
る
C
即
ち
後
谷
-
宮
川
油
田
の
方
は
(南
よ
-
)宮
朴
p
後
谷
及

び
西
ケ
崎
の
三
位
城
､
鎌
田
長
峰
の
方
は
(商
よ
-
)碗
谷
'
大
和
田
､
長
峰
､
鎌
田
､
伊
宅
及
び
衣
爪
の
大
筒
で
あ
る
｡

西
山
油
田
の
閑
敬
は
明
治
廿
七
年
に
宮
川
地
内
の
出
洲
に
始
ま
も
次
で
明
治
廿
九
年
に
長
峰
地
内
の
試
掘
の
成
功
ど

な
り
.
両
油
凶
相
並
立
し
て
発
展
を
見
る
に
至
っ
た
｡
そ
の
後
西
山
油
田
は
構
造
の
延
長
に
沿
ふ
て
の
磯
展
だ
慌
暦

陶両断剛111山西 問二第

'･A i

迫
堀
の
成
功
亡
に
由
-
'
華

完

､
第
三
次
と
盛
況
を
繰
返
し
た
O
産
油
の
最
も
盛
字

｡
L
は
大

や肘.四
年
頃
に
し

て､
そ
の
後
を

1
進

1
避
し
っ
ゝ
金
鰻
だ
L
で
は
衰
退
の
跡
を
辿
っ
て
居
も
.
大

正
十
四
年
の
年
産
街
は
約
二
七
六
､
五
〇
〇
帽
で
あ
る
｡
油
質
は
暦
の
探
渡
に
由
-
相
皆
の
差
異

が
あ
る
｡

1[
故
に
で
フ
ヒ
ン
系
の
も
の
を
多
-
含
み
比
重
は
ボ
ー
メ
二
五
度
乃
至

二
八
度
に
し
て

深
層
に
向
ふ
に
従
っ
て
比
重
を
減
じ
'
同
時
に
',l
tフ
ヒ
ン
系
の
畳
を
増
す
6

地
質
及
鋳
床

西
山
池
田
を
構
成
す
る
第
三
紀
層
申
､
中
部
暦
の
杜
状
園
は
前
回
の
線
訟
中
に

閲
示
し
置
き
た
る
を
以
て
是
れ
を
塵
憎
さ
れ
た
い
｡
(前
月
淡
の
間
に
碓
谷
暦
を

二

0
0
0
兼
だ

L
た
る
は
八
〇
〇
米
の
誤
)上
部
第
三
紀
層
の
下
段
､
和
南
津
に
相
普
せ
る
部
分
は
本
油
田
方
南
に

で
は
蘭
越
砂
暦
だ
命
名
し
て
居
る
｡
椎
各
層
の
大
部
分
及
び
下
部
第
三
紀
暦
は
本
油
田
内
に
は
露

出
な
き
を
以
て
隣
接
置
域
の
露
出
並
に
坑
井
の
結
果
よ
-
為
れ
を
推
定
し
た
｡
下
部
第
三
紀
層
は

本
低
域
方
面
に
で
は
寺
泊
暦
ビ
命
名
し
た
"要
す
る
に
寺
泊
暦
は
顕
現
暦
に
朝
普
す
る
も
の
に
し
て
'
其
の
地
層
の
特

徴
も
黒
色
琵
岩
に
白
色
の
准
炭
質
砂
岩
娘
を
頻
繁
に
爽
み
西
南
部
越
後
の
質
城
暦
だ
金
-
同
様
で
あ
る
｡
隣
接
地
の

坑
井
の
経
恩
にニ
由
れ
ば
寺
泊
暦
は
砂
岩
輝
t<qr･爽
む
こ
ビ
極
め
て
少
な
き
品
色
頁
岩
に
推
移
し
て
居
る
｡
而
し
て
本
油



田
儀
城
の
寺
泊
層
の
厚
さ
は
大
略
八

〇
〇
米
乃
至

､

0
0
0
米
だ
推
定
し
て
居
る
｡
碓
各
層
は
本
油
川
の

一
部
雅

谷
町
の
海
岸
に
該
層
の
好
露
出
あ
る
を
以
て
仰
木
数
投
に
由
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
0

構
造
は
北
五
十
度
乃
至
五
十
五
度
某
の
暦
向
を
有
す
る
二
憶
の
背
斜
軸
横
は
-
.
両
軸
の
間
に
は
背
斜
軸
に
平
行

せ
る

一
膝
の
新
暦
が
横
は
つ
て
居
る
C背
斜
軸
の
内
､
西
方
に
横
は
る
も
の
は
宮
川

1
後
谷
油
田
の
成
立
せ
る
も
の
に

し
て
宮
川
後
谷
背
斜
笠
石
ひ
､
東
方
に
横
は
る
も
の
は
鎌
田
長
峰
背
斜
笠
石
ひ
鎌
田
長
峰
油
田
の
成
立
せ
る
も
の
で

あ
る
｡
中
間
の
断
府
は
衝
込
断
層
に
し
て
其
の
面
は
両
方
に
傾
斜
し
､
宮
川
-
後
谷
側
の
地
位
は
東
方
に
上
昇
し
鱗
EE

長
峰
側
の
地
位
は
西
方
に
降
下
し
て
屠
る
｡
鎌
田
長
峰
背
斜
は
或
は
断
簡
に
伴
ふ
歪
曲
に
由
で
成
塵
さ
れ
'
本
求
の

摺
曲
に
原
因
せ
る
も
の
で
頗
い
か
も
知
れ
ぬ
o
此
の
外
､
背
斜
軸
を
横
断
せ
る
断
層
も
二
'
三
発
見
さ
れ
て
屠
る
｡

鎌
田
長
峰
背
斜
は
断
層
に
接
近
す
る
も
二

舷
に
傾
斜
は
軽
蔑
に
し
王

寺

庇
を
越
ゆ
る
も
の
な
し

大
磯
i1こ
於

て
封
種
的
で
あ
る
｡
隆
起
の
中
心
は
長
峰
附
近
!1こ
し
て
漸
次
南
北
に
向
っ
て
沈
降
し
て
ゐ
る
｡
地
層
滴
隆
起
の
中
心

附
近
に
僅
か
に
推
各
層
の
上
部
(
厚
さ
五
十
米
)
を
露
出
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
｡
沈
降
構
造
だ
地
層
の
分
布
は
油
田

の
北
部
に
整
然
ビ
し
て
露
は
れ
'
北
端
に
で
は
次
爪
暦
が
軸
頂
に
露
出
し
て
居
る
.
髄
床
は
背
斜
の
頂
上
に
成
典
す

る
貯
溜
岩
は
凡
て
砂
岩
猿
で
あ
る
0
現
在
の
出
油
低
域
は
背
斜
軸
に
沿
ふ
て
約
七
千
百
来
(
一
塁

一十
町
)幅
は
県
展

の
個
所
に
於
で
約
五

〇
〇
米
に
し
て
頗
る
細
長
で
あ
る
0
油
層
の
分
布
は
椎
谷
暦
及
寺
泊
暦
全
部
に
亙

り
無
数
に
散

在
し
て
居
る
O
抑
々
鎌
田
長
峰
油
層
は
推
谷
瀞
の
露
出
に
件
ふ
兆
候
に
誘
引
さ
れ
試
掘
を
開
始
し
'
澱
初
の
轟
は
椎

谷
潜
の
上
部
に
杯
胎
せ
る
石
油
を
採
取
し
､
漸
次
掘
婁
術
の
進
歩
孟

ハ
に
下
方
に
進
み
次
で
寺
泊
骨
に
入

-
､
現
在

執
田
の
南
部
に
て
は
地
表
よ
ヱ

､
七

〇
〇
米
轟
皮
の
深
さ
に
あ
る
石
油
を
採
取
し
て
居
る
｡
抽
瀞
の
分
布
の
地
質

石
地
地
質
単
概
要

監
拡

大

l



地

紋

鋳

造

空

へ
耽

蓋

六

二

的
に
厚
き
は
少
な
圭

も
日
本
に
は
他
に
頻
が
な
い
｡
宮
川
後
谷
背
斜
は
宮
川
後
谷
地
内
附
近
を
中
心
ビ
し
て
隆
超

せ
る
相
昏
大
規
模
の
構
造
で
あ
る
｡
榊
頂
の
傾
斜
の
戯
漫
な
る
部
分
は
相
骨
に
疏
き
も
･
両
翼
は
精
々
急
斜

L
､
就

中
兼
翼
は
断
層
に
近
づ
-
に
従
っ
て
傾
斜
姦

し
蓬
に
直
立
す
る
に
至
っ
て
居
る
.
そ
れ
故
､
本
背
斜
は
地
表
の
大

規
模
に
不
殉
､
地
下
に
於
で
構
造
が
閉
塞
さ
れ
て
居
る
｡
地
層
は
隆
起
の
中
心
に
碓
谷
暦
班
-
露
出
し

(
厚
さ
約
三

五

〇
米
)
沈
降
に
仲
ふ
て
上
暦
を
露
し
て
居
る
0
鋸
床
は
背
斜
の
項
部
に
成
生
さ
れ
,
貯
溜
岩
は
砂
岩
類
で
あ
る
｡

現
在
の
出
油
値
域
は
慧

約
三
､
五

〇
〇
来
､
幅
は
墜
豊

C
)0
米
で
あ
る
0
油
暦
の
垂
直
的
(
地
質
姉
)
分
布
は
鎌

田
長
峰
だ
同
様
で
あ
る
｡

附

尾
瀬
油
田
の
地
質
及
鍍
床

尼
瀬
油
田
は
西
山
瀬
田
の
中
心
長
峰
よ
-
北
方
直
径
約
-
壷

'
日
本
海
の
幣

梓
に
聴
逢
せ
る
油
田
に
し
て
､
矧
籍

は
新
温
讐

一島
郡
崇

高

で
あ
る
構
造
の
闘
係
は
富
川
後
谷
背
斜
の
西
方
に
横
は
れ
る

1.
大
背
斜
構
造
の
隆
起
の
中

心
部
分
で
あ
る
｡

該
背
斜
頂
部
の
傾
斜
は
綬
憧
な
る
部
分
頗
る
旗
-
良
好
な
る
構
造
な
る
も
現
在
迄
の
轄
束
に
て
は

其
の
出
油
置
域
は
隆
起
の
中
心
部
分
に
の
み
限
ら
れ
た
る
如
き
状
態
で
あ
る
｡
又
尋

斜
の
蘭
翼
の
大
部
分
は
日
本
海

に
洗
ひ
去
ら
れ
'
出
油
置
域
に
於
て
も
寧
ば
海
岸
を
聖

号

坑
井
で
開
整
せ
る
如
き
状
態
で
あ
る
0
地
膚
は
隆
起
の

中
心
､
即
ち
揖
油
罷
域
附
近
に
上
部
寺
泊
暦
を
露
出
し
て
居
る
0
露
出
せ
る
部
分
の
厚
さ
は
約

一
五

〇
米
で
あ
る
0

坑
井
の
結
果
に
由
れ
ば
本
紬
田
に
於
て
は
寺
泊
厨
即
孟

甚

質
岩
に
白
色
の
凝
炭
質
砂
岩
を
爽
有
せ
る
如
き
地
層
の

厚
さ
は
約
八
百
米
に
達
し
て
居
る
｡
鋸
床
は
前
述
の
如
-
背
斜
の
項
部
､
就
中
隆
起
の
展
中
心
に
の
み
成
生
さ
れ
､

貯
慣
碧
は
砂
岩
粗
で
奉
る
O
主
要
な
る
鮒
層
は
寺
泊
暦
の
↓
部
大
官
米
の
間

に
数
多
介
在
し
て
居
る
0
本
油
圧1
は
寺



泊
暦
の
露
出
に
仲
ふ
兆
候
に
誘
導
さ
れ
早
き
時
代
よ
rI,手
掘
法
に
由

･Ll
採
油
を
試
み
つ
ゝ
ゐ
-
L
が
､
明
治
廿
三
年

よ
-
米
図
式
機
械
襲
非
法
を
採
用
し
た
｡
前
に
も
述
べ
L
如
-
本
油
田
は
本
邦
に
於
で
始
め
て
米
国
式
機
械
磐
井
法

を
施
行
せ
し
場
所
に
し
て
本
邦
石
油
業
に
封
し
て
は
歴
史
的
に
薮
要
な
も
の
で
あ
る
｡
現
在
は
各
-
衰
退
し
日
産
約

十
石
に
過
ぎ
な
い
｡
油
贋
は
パ
ラ
ヒ
ン
系
に
し
て
比
頚
は
三
六
度
で
あ
る
｡

附

七
日
市
油
田
の
地
質
及
鍍
床

七
日
市
油
刑
は
長
岡
市
の
鴨
方
直
超
二
里
､
信
濃
川
低
地
の
西
側
を
劃
す
る
低
き
山
地
に
あ
る
も
の
に
し
て
p
地
籍

は
新
潟
服
三
島
郡
大
津
村
及
日
膏
村
で
あ
る
.
明
治
珊

1
年
頃
よ
り
揖
油

し
比
政
的
少
量
な
が
ら
塵
袖
を
締
結
し
今

日
に
及
ん
で
屠
る
.'
大
正
十
四
年
度
の
産
額
は

一
五
､
五

〇
〇
暇
で
あ
る
｡
本
油
田
は
越
後
に
於
て
所
謂
中
央
油
鞘

に
屠
す
る
も
の
に
し
て
地
質
構
造
頗
る
複
雑
な
る
を
以
て
此
盛
に
は
揖
油
閲
域
の
み
に
就
て
述

べ
互

選
-
｡
構
造
は

酉
翼
は
極
め
て
虎
斜
兼
題
は
極
め
て
急
斜
に
し
て
直
立
乃
至
晒
倒
せ
る
如
き
濃
度
の
非
灘
栴

A
sym
m
etcical
的
の

背
斜
構
造
を
成
し
て
屠
る
0
此
の
兼
翼
の
急
斜
は
信
濃
川
の
低
地
の
西
側
を
劃
す
る
断
層
に
件
ふ
現
象
で
あ
る
｡

一

ハイ
ヅ
ノ

般
暦
向
は
北
三
十
度
兼
で
あ
る
｡
地
層
は
中
央
第
三
紀
厨
の
上
段
､
次

爪

暦

に
祁
普
す
べ
き
砂
嚢
頁
岩
が
背
斜
軸
に

満
ふ
て
露
出
し
て
屠
る
｡
鋭
床
は
背
斜
の
頂
部
に
成
生
さ
れ
'
含
油
層
は
砂
厨
で
あ
る
.
骨
油
暦
の
層
位
は
次
爪
闇

の
中
部
及
び
同
僚
の
下
部
だ
推
定
さ
る
｡

好
的
ILrT賢
聯
触
媒

監
七

六

三


